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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

運動部・地域スポーツクラブ数推移

面積 9.13 k㎡

人口 34,687人

公立中学校数 2 校

公立中学校生徒数 1,022 人

部活動数 25 部活動

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

部活動地域移行
推進連絡協議会

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定している

≪現状≫
播磨町の運動部の種目は、野球、サッカー、バ

レーボール部、バスケット、ソフトテニス、卓球、ソ
フトボールで20の部活動で活動している。比較
的種目は多いものの、小学校時代に経験した
種目が中学校部活動になく、それらの生徒の受
け皿がなかった。
そこで、新たに７つの地域クラブとして、剣道、

ハンドボール、ダンス、体操、少林寺拳法、水泳、
e-スポーツを創設し活動するとともに、19の部活
動において、兼職兼業許可を得て50名(教員
45名、公務員3名)が地域指導者として従事し
ている。
この結果、学校部活動622人、地域クラブ76

人、地域指導者123名がスポーツ活動に参加
している状況である。
主な取組として、次を実施した。

・多様なスポーツ体験の提供
・ジュニアからシニアまでの多世代での取組
・不登校や障害のある子供達の地域の居場
所づくり

・安全確保の体制整備
・大学との連携促進
・生徒の発表の場の創出
・保護者等への広報啓発の促進、他
これらの取組の結果、クラブ員も増加し、不登

校傾向にある生徒や特別支援学級に在籍して
いる生徒の受け皿にもなったり、複数種目に参
加が増加したりしている。
≪今後の課題≫
・運営母体の再整備による機能充実
・系統的指導体制の構築
・指導者の質の向上及び量の確保
・連絡ツール及び指導者管理アプリの開発

中学校部活動推移
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◉教育委員会
・教育委員会にコーディネーターを１名(スポーツ担当)配置し、運営団体・実施主体と学校や関

係団体との円滑な運用に向け、連絡調整を行う。
・運営・実施主体である「NPO法人スポーツクラブ21はりま」事務職員の増員や内部の機構改革を

通した組織再編による機能の充実化を図る。

運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉首長部局
・町の重要施策としての位置づけ、部局横断的な取組の推進・町幹部による商工会や企
業連絡協議会等との連携促進

・運営団体として位置づけている総合型スポーツクラブ「NPO法人スポーツクラブ21はりま」
の再整備による機能充実

・広報紙「３×３」による住民への啓発

≪運営団体≫

総合型地域スポーツクラブ
( N PO法人スポーツクラブ2 1はりま)

完全移行(地域展開)

(休日・平日)

既存部活動
従来型( 2部)

・テニス(播磨中)

・ESS(播磨中)

兵庫県教育委員会

スポーツ庁

播磨町教育委員会播磨中学校

播磨南中学校 コーディネーター

新設クラブ創設型
≪実施団体( 16 クラブ )≫

・剣道
・少林寺拳法
・ハンドボール
・ジャズダンス
・体操(R6)
・水泳(R6)
・e-スポーツ(R6)
・ボランティア
・理科(Science)
・芸術
・茶道(R6)
・生け花(R6)
・書道(R6)
・将棋(R6)
・三味線(R6)
・獅子舞(R6)

部活動地域移行推進連絡協議会

既存部活動
地域連携型( 2 3部)

・野球(播磨中)(播磨南中)

・卓球(播磨中・播磨南中)

・サッカー(播磨中・播磨南中)

・テニス(男)(播磨南中)

・テニス(女)(播磨中・播磨南中)

・陸上競技(播磨中)・(播磨南中)

・バレー(男)(播磨中)

・バレー(女)(播磨中・播磨南中)

・バスケ(男)(播磨中・播磨南中)

・バスケ(女)(播磨中・播磨南中)

・ソフトボール(女)(播磨中)

・美術(播磨中・播磨南中)

・吹奏楽(播磨中・播磨南中)

部分移行(地域展開)

(休日移行)

播磨町

住民協働部協働推進課

(スポーツ推進委員会

(播磨町スポーツ協会)

( 播磨町文化協会 )

文化庁
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系統的指導体制の確立

U-15

U-12

U- 6

中学校年代

小学校年代

未就学年代

4月〜3月 年間を通し、学校・関係団体との連絡調整(マッ
チング作業等)

6月 ◇第１回部活動地域移行推進連絡協議会の開催
・播磨町における部活動の現状と課題について
・今後の方向性について

◆第１回スポーツアドバイザー招聘事業の実施

7月 ■第１回・第２回スポーツ指導者研修会の開催

8月 ◇第２回部活動地域移行推進連絡協議会の開催
・協議① 指導者の量の確保と質の向上について
・協議② 関係団体・分野との連携強化について

◆第２回スポーツアドバイザー招聘事業の実施
■第３回指導者講習会の開催

10月◇第３回部活動地域移行推進連絡協議会の開催
・協議③ 保護者の負担軽減について
・協議④ アンケート調査内容の検討

10月 ◆第３回スポーツアドバイザー招聘事業の実施

12月 ◆第４回スポーツアドバイザー招聘事業の実施

1月 ◇第４回部活動地域移行推進連絡協議会の開催
・協議⑤ 活動場所の確保について
・協議⑥ 大会への参加・運営の在り方について

□アンケート実施(集計・分析)
◆第５回スポーツアドバイザー招聘事業の実施

2月 ◇第５回部活動地域移行推進連絡協議会の開催
・協議⑥成果と課題の抽出
・協議⑦課題対応検討

■第５回指導者講習会の開催



4

地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 2校 実施した地域クラブ総数 7クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 19 クラブ（19 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 7 クラブ

全体の指導者数 99人 全体の運営スタッフ数 5人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

剣道クラブ
総合型ス
ポーツクラ
ブ

剣道
週5回

16：00
〜

18：00

１年
２年
３年

R6.４月
〜

R7.３月
播磨中体
育館

3人 0人 1,000円/月 中体連：地
域クラブ

ハンドボール
クラブ

総合型ス
ポーツクラ
ブ

ジョセフ播磨
（R7より変
更）

週5回

16：00
〜
18：00

１年
２年
３年

R6.４月
〜
R7.３月

播磨小体
育館

3人 0人
2,000円/月

中体連：地
域クラブ

ダンスクラブ
総合型ス
ポーツクラ
ブ

ダンス 週1回
19:00
〜
21:00

１年
２年
３年

R6.４月
〜
R7.３月

中央公民
館

2人 0人 2,800円/月

体操クラブ

総合型ス
ポーツクラ
ブ

体操（新） 週２回

平日18時

〜20時

休日
13時〜
15時

１年
２年
３年

R6.４月
〜
R7.３月

播磨西小
体育館

2人 0人 2,500円/月 中体連：地

域クラブ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

水泳クラブ
総合型ス
ポーツクラ
ブ

水泳（新） 週 １ 回
19:00
〜
20:00

１年
２年
３年

R6.４月
〜
R7.３月

播磨町健
康いきい
きセンター

1人 0人 1,000円/月 参加なし

少林寺拳法
クラブ

総合型ス
ポーツクラ

ブ
少林寺拳法

週 1 回
13:00
〜

15:00

１年
２年
３年

R6.４月
〜
R7.３月

播磨南中
武道場

１人 0人 2,000円/月 その他：地域

クラブ

e－スポーツ
クラブ

総合型ス
ポーツクラ
ブ

E-スポーツ
（新）

週 1 回
17:00
〜
19:00

１年
２年
３年

R6.４月
〜
R7.３月

E－スポー
ツ place
集会所

3人 0人 2,000円/月 参加なし

播磨中 野
球部（休日
移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

野球（新） 週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中グ
ラウンド

2人 0人 3,000円/年

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨南中
野球部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

野球（新） 週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南中
グラウンド

2人 0人
0円/年
+適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

播磨中 女
子バレーボー
ル部（休日
移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

バレーボール
（新）

週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中
体育館

3人 0人
0円/年
+適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨南中
女子バレー
ボール（部
休日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

バレーボール
（新）

週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中
体育館

２人 0人
0円/年
+適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨中 男
子バレーボー
ル部（休日
移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

バレーボール
（新）

週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中
体育館

5人 0人
0円/年
+適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨中 男
子バスケット
ボール部
（休日移
行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

バスケットボー
ル（新）

週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中
体育館

3人 0人 2,000円/年

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨中 女
子バスケット
ボール部
（休日移

行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

バスケットボー
ル（新）

週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中
体育館

２人 0人
0円/年
+適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

播磨南中
男子バスケッ
トボール部
（休日移

行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

バスケットボー
ル（新）

週１回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南中
体育館

2人 0人
0円/年
＋適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨南中
女子バスケッ
トボール部
（休日移
行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

バスケットボー
ル（新）

週１回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南中
体育館

4人 0人
0円/年
＋適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨中
男子ソフトテ
ニス部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

ソフトテニス 週１回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中テ
ニスコート

2人 0人
0円/年
+適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨中
女子ソフトテ

ニス部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

ソフトテニス 週１回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南テ
ニスコート

4人 0人 500円/年

中体連：部
活動

その他：部活
動

播磨南中
男子ソフトテ
ニス部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

ソフトテニス 週１回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南中
テニスコー
ト

３人 0人 0円/年

中体連：部
活動
その他：部活
動
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

播磨南中
男子バスケッ
トボール部
（休日移
行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

バスケットボー
ル（新）

週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南中
体育館

2人 0人
0円/年
＋適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨南中
女子バスケッ
トボール部
（休日移
行）

総合型ス
ポーツクラ

ブ

バスケットボー
ル（新）

週 １回
9:00
〜

12:00

１年
２年

３年

R6.6月
〜

R7.4月

播磨南中
体育館

4人 0人
0円/年
＋適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨中
男子ソフトテ
ニス部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

ソフトテニス 週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中テ
ニスコート

2人 0人
0円/年
+適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨中
女子ソフトテ
ニス部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

ソフトテニス 週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南テ
ニスコート

4人 0人 500円/年

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨南中
男子ソフトテ

ニス部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

ソフトテニス 週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南中
テニスコー
ト

３人 0人 0円/年

中体連：部
活動

その他：部活
動
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

③その他、体験会やイベント等の開催実績
●第13回SC21はりま杯卓球大会 (R6.5.14開催：参加者約72名、うち中学生24名)

●第８回スポはりカーニバル (R6.5.14開催：参加者約85名、うち中学生2名)

●スポーツメンタルトレーニングセミナー (R6.8.1開催：中学生参加者32名)

●播磨町地域クラブ体験会 (R6.8.8開催：参加者約100名）

●うみえーるあおぞらスプラッシュ (R6.8.20開催：参加者約2,000名、うち中学生25名)

●第1回SC21はりま杯モルック大会 (R6.5.14開催：参加者約23名、うち中学生4名)

●うみえーるあおぞらハロウィン (R6.10.29開催：参加者約1,500名、うち中学生15名)

●トップアスリート招聘事業 朝原宜治氏陸上教室(R6.12.25実施：中学生参加者：32名)

●中学校入学説明会において、生徒・保護者に対して部活動の地域移行(地域移行)の概要説明及び募集リーフレット配布（R7.2.14開催）

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

播磨中
卓球部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

卓球 週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨中卓
球場

3人 0人
300円/年
+適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨南中
卓球部（休
日移行）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

卓球 週 １回
9:00
〜
12:00

１年
２年
３年

R6.6月
〜
R7.4月

播磨南中
卓球場

2人 0人
0円/年
＋適宜徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

播磨中
サッカー部
（休日移
行）

総合型ス
ポーツクラ

ブ
サッカー 週 １回

9:00
〜

12:00

１年
２年

３年

R6.6月
〜

R7.4月

播磨中グ
ランド

４人 0人 1,200円/年

中体連：部
活動
その他：部活
動
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で
実施した種目

剣道、ハンドボール、ダンス、体操、水泳、
少林寺拳法、e－スポーツ、野球、卓球、
バレーボール、サッカー、テニス、陸上競技
バスケットボール、ソフトボール、

運営団体名 NPO法人スポーツクラブ21はりま

期間と日数

〇新設クラブ
期間：１年間 週1回〜5回

〇休日地域移行
期間：令和6年6月〜 週１回

指導者の主な属性
地域指導者(会社員・在宅)
兼職兼業教職員
兼職兼業地方公務員

活動場所
学校体育施設
町立スポーツ施設
民間スポーツ施設

主な移動手段 自転車または徒歩など

１人あたりの参加会費
等（年額）

12,000円(剣道)
〜

33,600円(ダンス)

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生 徒： 800円/年
指導者：1,850円/年

運営体制図

●地域クラブ 活動概要

≪運営団体≫

総合型地域スポーツクラブ
( N PO法人スポーツクラブ2 1はりま)

完全移行(地域展開)

(休日・平日)

既存部活動
従来型( 2部)

【ス】・テニス(播磨中)

【文】・ESS(播磨中)

兵庫県教育委員会

スポーツ庁

播磨町教育委員会播磨中学校

播磨南中学校 コーディネーター

新設クラブ創設型
≪実施団体( 16 クラブ )≫

【ス】・剣道
【ス】・少林寺拳法
【ス】・ハンドボール
【ス】・ジャズダンス
【ス】・体操(R6)
【ス】・水泳(R6)
【ス】・e-スポーツ(R6)
【文】・ボランティア
【文】・理科(Science)
【文】・芸術
【文】・茶道(R6)
【文】・生け花(R6)
【文】・書道(R6)
【文】・将棋(R6)
【文】・伝統芸能三味線(R6)
【文】・獅子舞(R6)

部活動地域移行推進連絡協議会

既存部活動
地域連携型( 2 3部)

【ス】・野球(播磨中)(播磨南中)

【ス】・卓球(播磨中・播磨南中)

【ス】・サッカー(播磨中・播磨南中)

【ス】・テニス(男)(播磨南中)

【ス】・テニス(女)(播磨中・播磨南中)

【ス】・陸上競技(播磨中)・(播磨南中)

【ス】・バレー(男)(播磨中)

【ス】・バレー(女)(播磨中・播磨南中)

【ス】・バスケ(男)(播磨中・播磨南中)

【ス】・バスケ(女)(播磨中・播磨南中)

【ス】・ソフトボール(女)(播磨中)

【文】・美術(播磨中・播磨南中)

【文】・吹奏楽(播磨中・播磨南中)

部分移行(地域展開)

(休日移行)

播磨町

住民協働部協働推進課

(スポーツ推進委員会

(播磨町スポーツ協会)

( 播磨町文化協会 )

文化庁

・
播
磨
町
剣
道
ク
ラ
ブ

・
少
林
寺
拳
法
協
会

・
ジ
ョ
セ
フ
蓮
池

・
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
キ
ラ
ラ

・
ハ
ー
ト
体
操
ク
ラ
ブ

・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

・OPONAKA TRIDENT

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
Ｔ
Ｙ
Ａ

・
放
課
後
理
科
ク
ラ
ブ

・
ニ
ュ
ー
☆
ハ
リ
マ
芸
術
部

・
播
磨
町
茶
道
協
会

・
播
磨
町
い
け
ば
な
協
会

・
放
課
後
書
道
ク
ラ
ブ

・
将
棋
探
求
ク
ラ
ブ

・
伝
承
民
族
芸
能
文
化
協
会

・
古
宮
獅
子
舞
の
会

≪実施団体≫
・
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

・
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ

・
Ｅ
ｓ
ｓ
ク
ラ
ブ

・
軟
式
野
球
協
会

・
卓
球
協
会

・
サ
ッ
カ
ー
協
会

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

・
バ
レ
ー
協
会

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

Ｕ
15

部
門
の
設
置

Ｕ
15

部
門
の
設
置

系統的指導体制の確立

U-15 U-15U-15
多種目 多種目

多世代 多世代 多世代
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主な取組例

2.実証内容と成果

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

〇統括責任者(理事長：１名)
≪役割分担≫
・受託事業における管理責任者
・運営団体としての機能強化(運営母体の在り方検討)
・９年間を見据えた系統的指導体制の確立

〇主任指導者(事務局長兼クラブマネジャー：１名)
≪役割分担≫
・総務(事務処理)責任者
・施設管理事務を含めた総務全般の事務
・地域指導者との連絡調整
・行政(教育委員会・住民協働部協働推進課)との連絡調整等

〇運営補助者(副事務局長：１名)
≪役割分担≫
・会計責任者(謝金・旅費等支払い)
・その他、事務全般

〇相談窓口(地域移行コーディエネーター：１名)
≪役割分担≫
・部活動の地域移行(地域展開)に係る地域、保護者からの相談対応
・播磨町文化協会等とのコーディネート業務

令和6年度　スポーツクラブ21はりま組織図

事務局

総会理事会

事務局長兼
クラブマネージャ

事務局長補佐
副事務局長

職員

秋ヶ池運動場シーサイドドーム総合体育館

事業部

総務・管理 スポーツ振興 まちづくり 指導者育成 広 報
指定管理
受託関係

理事・監事 社員

館 長
（町派遣）

〇
館
の
統
括
に
関
す
る
こ
と

〇
町
の
指
定
管
理
事
業
に
関
す
る
こ
と

〇
町
の
委
託
事
業
に
関
す
る
こ
と

〇
そ
の
他
、
館
に
必
要
な
事
項

・
会
員
登
録
に
関
す
る
こ
と

・
傷
害
保
険
に
関
す
る
こ
と

・
職
員
の
人
事
に
関
す
る
こ
と

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
ク
ラ
ブ

i

n

ク
ラ
ブ

・
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
個
人
参
加
型

・
各
種
大
会
に
関
す
る
こ
と

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と

・
指
導
者
研
修
に
関
す
こ
と

・
指
導
者
バ
ン
ク
に
関
す
る
こ
と

・
広
報
紙
発
行
に
関
す
る
こ
と

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

・
各
種
事
業
の
広
報
・
啓
発

・
健
康
増
進
教
室
に
関
す
る
こ
と

・
部
活
動
地
域
移
行
に
関
す
る
こ
と

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営

理事長
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取組内容

2.実証内容と成果

≪コーディネーターの取組≫
〇部活動の地域展開への理解

や地域指導者への参画に向
けて、各中学校区に２名(ス

ポーツ・文化芸術担当)を配
置
≪クラブ運営及び中間支援体制
の構築の取組≫

〇地域人材や民間事業者に対
する設立・クラブ運営への助言

等
≪地域クラブ活動の運営の効率
化の取組≫
〇R7年度当初運用に向けて、

地域指導者の労務管理や活
動報告、謝金計算、生徒等へ

の連絡ツール等の開発、導入

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

教職員の意識変容
≪R4.5.6年度 教職員アンケート結果より≫

コーディネーターの具体的な動きの実績

〇部活動地域展開の理解促進の取組
・部活動の地域展開促進を図るため、連日、学校訪問し顧問とのヒア
リングを実施

〇地域指導者の参画への取組
・種目協会や体育館利用サークルの代表等への説明会の開催や本事
業への参画依頼

≪今後の課題≫
〇運営団体である総合型スポーツクラブであるNPO法人の再整備による

機能充実
≪対応方針≫
〇持続可能な運営を図るため、社団法人や財団法人等への転換を図

るためにR7年度に運営に係るあり方検討委員会を設立し協議予定

≪コーディネーターの取組≫
〇部活動顧問とのヒアリングを重ねることで、地域展開への理

解促進が図られ、R4年度(53％)と比較しR6年度(89%)
は36ポイントの肯定的意見が増加し教職員の意識が変容

した。
〇地域指導者への参画に向け、人材発掘や兼職兼業制度

の活用を通して、R5年度10の既存部活動がR6年度末に
は23の地域連携型部活動になり、休日の活動が地域移行
され地域クラブ活動が展開されている。

≪クラブ運営及び中間支援体制の構築の取組≫
〇地域人材や民間事業者に対する設立・クラブ運営への事業

説明や協力依頼等を通した結果、部活動になかった体操、
水泳、e-スポーツのクラブが誕生し、計16クラブ(うちスポーツ
7クラブ)となり、生徒の選択肢の幅が広がった。

≪地域クラブ活動の運営の効率化の取組≫
〇R7年度当初運用に向けて、運営団体の業務の効率化や

個人情報保護の観点から、地域指導者の労務管理や指
導者、保護者、生徒への連絡ツール等の開発し、R7年度
当初から導入開始することになっている。
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取組内容

2.実証内容と成果

≪質の保障≫
〇日本スポーツ協会(JSPO)、競

技団体(NF)の公認資格取得助
成に関する取組

≪量の確保≫
〇連携協定締結大学の人材活用
〇コミスクや地域関係者を通じた情

報収集や募集

≪質の保障≫
〇日本スポーツ協会(JSPO)、競技団体(NF)の公認資格取得助成に

関する取組 【６名】 ※ 計９名の資格保有者で運営
・陸上競技 【３名】
・ソフトテニス 【１名】
・卓球 【１名】
・バレー 【１名】

≪量の確保≫
〇連携協定締結大学の人材活用

・ハンドボール部監督１名、選手１名が臨時コーチとして参画
〇コミスクや地域関係者を通じた情報収集や募集

・各校コミスクで事業趣旨説明及び地域人材を発掘しソフトボールに
参画予定

99名(全体123名)

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 1名

20代 28名
30代 25名

40代 16名
50代 12名

60代以上 17名

人材バンクの年齢構成

〇軟式野球
〇卓球
○サッカー
〇男子テニス
〇女子テニス
〇陸上競技(R7完全地域移行)

〇男子バレー(R7完全移行予定)

〇女子バレー
〇男子バスケット

(R7完全移行予定)

〇女子バスケット
〇女子ソフトボール

(R7完全移行予定)

種目

≪R6認定済み≫
〇陸上競技(C3) 1名
〇バレーボール(C1) 1名
〇サッカー(C1) 1名

≪R6受講・R7認定≫
〇陸上競技(C1) ４名
〇ソフトテニス(C1) １名
〇卓球(C1) 1名
〇バレーボール(C1) １名

資格有無登録者属性

〇兼職兼業指導者
：49人

・町内教職員：44人
・町内公務員： 3人
・町外教職員： 1人
・町外公務員： 1人

〇地域指導者 ：53人
・民間事業者： 9人
・協会等 ：44人
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

受講者の声

指導者研修の参加実績

第１回
〇テーマ：「部活動におけるハラスメント防止とガバナンスの確保」
〇講 師：流通科学大学 准教授 与那覇 秀勲 氏

第２回
〇テーマ：「安全管理・応急措置について」 【警報発令により中止】
〇講 師：兵庫公認インストラクター

第３回
〇テーマ：「学校との連携について（報告・連絡・相談）」
〇講 師：NPO法人アスロン 理事長 井原 一久 氏

第４回
〇テーマ：「チームマジメントについて」
〇講 師：流通科学大学 准教授 内田 遼介 氏

第５回
〇テーマ：「地域クラブの指導者の役割」、「１年間の総括」
・講 師：流通科学大学 教授 山口 史郎 氏
・講 師：流通科学大学 准教授 与那覇 秀勲 氏

〇開 催 日： ６月２２日、 ７月２０日【中止】、
９月１４日、１１月１６日、２月８日

〇開催回数： ５回

〇参加人数： 各回平均：58 人

第１回
〇組織をオープンにしていくことが大切。
〇指導者で共有する。
〇コミュニケーションの重要性に気づかされた。(言葉使い)
第３回
〇学校(顧問)と連携の重要性が生徒の指導に大きく関わる。
〇定期的な研修でヒヤリハットを共有することが大切だと認識した。
〇リスクマネジメントについて深く考えるようになった。
第４回
〇子供への声掛けに生かす事例が多く今後の指導に役立てる。
〇保護者、生徒とのコミュニケーションの重要性に改めて気づいた。
〇指導者同士で指導方針や生徒の状況等を共有することが大切。
第５回
〇他の競技との指導者との交流により視野が広がった。
〇この一年間で、多様な気づきがあった。
〇今後も研修に努め、個や組織としての指導力の向上に努めたい。

≪課題≫
〇研修会参加者の満足度は多いものの、は毎回教師の参加が少ない。
〇地域指導者と兼職兼業教師のさらなる連携促進

≪対応方針≫
〇学校行事を的確に把握し、早期の調整により案内をすることが必須
〇コーディネーターが面接等で教師の意識改革の促進が必要
〇次年度以降は悉皆研修とし、一定の参加率出席者及び認定試験

合格者に町独自の認定書を交付することを検討
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

バス等の運行実績 バス等の運航経費・収入

中学校教員の超過勤務時間推移
≪月間平均時間≫

〇町内の居住地面積(3km×2km)が狭く、
その中に２中学校しかないので運航実績は
なし。

〇学校との連携促進
・部活動地域展開に向け、ま
ず、地域連携型クラブ(休日
移行)の設立にむけ、本地事
業の趣旨等の説明会の開催

〇教員の働き方改革の取組推
進

・休日の活動を地域指導者と
の役割分担の明確化

〇競技団体や民間団体等の連
携促進

・スポーツ協会加盟等の種目
団体との個別説明会の開催
・民間スポーツ団体への時宜
用説明会の開催を通じた事
業参画依頼

〇19の運動部が18部まで地域連携型クラブ(休日)に移行
完了

〇平日、休日の指導における教員と地域指導者との業務の
明確化が図られ、教員の超過勤務時間の減少(R4年度
比：7.5h/月)が図られつつある。

〇スポーツ協会や民間団体の参画を得て、スポーツ系地域ク
ラブを新たに７クラブ(剣道、ハンドボール、ダンス、体操、少
林寺拳法、水泳、e-スポーツ)を創設し、生徒のニーズに対
応した活動母体の選択肢を増やせたり、小学校時代から継
続して取り組めるようになったり、系統的指導体制が整備さ
れつつある。

〇スポーツ系地域指導者として99名を確保し各クラブで従事
・地域指導者 ：46名
・兼職兼業指導者：53名(教員50名、公務員3名)

≪課題≫
〇系統的指導体制の構築
〇兼職兼業教員のさらなる意識改革
≪対応方針≫
〇組織で子供達を見守るため、スポーツ協

会への加盟促進目指し、持続可能の体
制整備

〇中学校教員のさらなる意識変容に向け、
コーディネーター中心に学校との協力体制
の構築

〇町内の居住地面積(3km×2km)が狭く、
その中に２中学校しかないので運航実績は
なし。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項 各自治体の役割

今後の課題と対応方針取組の成果

移動手段 事務局運営の方法

〇生徒のニーズ(志向)に応じた
多種多様なスポーツの体験を
提供

〇既存部活動を完全に地域移
行するとともに、新たな地域ク
ラブの創設

〇県内大学(国立・県立・私立)
や町外の関係団体、民間団
体等との連携強化

〇生徒のニーズに応じた多種多様
なスポーツ活動体験を提供する
ための新たな地域クラブの創設

〇定期的な児童生徒、保護者、
教職員へのアンケート調査を実
施し現状把握につとめ適切に分
析検証を行う。

〇スポーツ活動と文化芸術活動と
の両方に参加できる体制整備

〇自転車

〇徒歩

〇その他

〇教育委員会にコーディネーターを
１名増員し２名体制(R6)によ
り、本事業に対する関係者のさ
らなる意識の変容を図る。

〇運営団体「NPO法人スポーツク
ラブ２１はりま」に町職員を出向
(R6)させるとともに、地域移行
担当を配置することで、運営団
体・実施主体の機能の充実を
図る。

既存団体連携イメージ
≪軟式野球ver≫

〇スポーツ協会や民間団体の参画を得て、ス
ポーツ系地域クラブを新たに７クラブ(剣道、
ハンドボール、ダンス、体操、少林寺拳法、
水泳、e-スポーツ)を創設し、生徒のニーズ
に対応した活動母体の選択肢を増やせたり、
小学校時代から継続して取り組めるように
なったり、系統的指導体制が整備されつつ
ある。【再掲】

≪課題≫
〇兼職兼業教員の意識改革
〇運営団体の機能充実
≪対応方針≫
〇中学校教員のさらなる意識変容に向け、

コーディネーター中心に学校との協力体制
の構築

〇持続可能な運営体制構築に向けた「地
域展開在り方検討委員会(仮称)」での
検 討
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

連携協定締結大学の流通科
学大学の協力のもと、近畿大会、
全国大会を控えた選手が所属
する陸上競技部員を対象に下
記のとおり、スポーツメンタルト
レーニングの重要性の研修会を
開催した。

記
≪名称≫
「スポーツメンタル

トレーニングセミナー」

≪日時≫
令和６年８月１日(木)

10:00〜12:00

≪場所≫
播磨町中央公民館

≪対象≫
播磨南中学校陸上競技部
男女(33人)、顧問(3人)

≪取材≫
NHK神戸、BANBAN-TV

参加人数 33人 指導者数 5 人

属性 播磨南中学校陸上競技部、流通科学大学 准教授 内田 遼介 氏、同大学学生４名

具体的な内容

〇「スポーツメンタル トレーニング」の概要説明
〇心理検査
〇回答・プロフィールの作成
〇診断結果の開設
〇グループでの学生スタッフによるミニ講義
〇まとめ

子供の声
〇技術面や体力面だけでなく、日頃から心をトレーニングすることの大切さを学べた。(中3女)
〇これからは、平常心で試合に臨めるよう今日学んだことを思い出し頑張りたい。(中3男)
〇リラックスし、イメージトレーニングしたり、セルフトークをしたりしながら試合に臨みたい。(中2女)

関係者の声
〇本番で普段どおりの実力を発揮させるコツを学び、今後の生徒の指導に役立てたい。(顧問)
〇覚醒レベルと実力発揮度の関係を学び、最適な覚醒レベルで競技場面に臨ませるには、メン

タルトレーニングに取り組む必要があると理解した。(顧問)

運営経費

〇大学との連携した研修プログラ
ムとして、位置付けているため、
講師料及び旅費は無料

〇会場使用料：全額減免
〇需用費：用紙代を消耗品費

から支出

活動の詳細

スポーツメンタルトレーニングセミナーの様子
≪播磨南中学校陸上競技部≫

スポーツメンタルトレーニングセミナーの様子
≪播磨南中学校陸上競技部≫
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇スポーツから文化芸術まで、部活動にはなかったような種目・分野を
新設し一体的に推進

≪スポーツ≫
・体操クラブ ・水泳クラブ ・eスポーツクラブ ・ダンスクラブ ・剣道
・少林寺拳法クラブ ・ハンドボールクラブ

≪文化芸術≫
・理科クラブ ・芸術クラブ ・体操クラブ ・生け花クラブ
・茶道クラブ ・Jrリーダークラブ（ボランティア）・将棋クラブ ・書道
・伝統芸能(三味線) ・獅子舞

〇複数クラブに所属可能な体制の構築
(スポーツ活動と文化的活動の両方に参加できる）

・陸上競技、ダンス、卓球と生け花、テニスと将棋等、約70名がスポー
ツ、文化芸能の複数クラブで活動

〇幅広い年代が参加でき、誰もが楽しめるレクリエーション活動等の展開
・あおぞらスプラッシュ ・モルック大会 ・スポはりカーニバル
・3人制バスケットボール 等

〇学校でも家庭でもない、地域の中にある居場所づくり
・不登校生徒も障害の有無に関わらず活動に参加できる仕組み
(居場所：e-スポーツクラブなど)

取組の成果

今後の課題と対応方針

≪課題≫
〇パラスポーツを取り入れた教室が少ないことから、誰もが気軽に参加のイ

ベント企画が必要
〇中学校年代だけでの活動ではなく、競技種目別での多世代でのスポー

ツ活動に取り組める環境整備

≪対応方針≫
〇障害の有無にかかわらず、多世代でスポーツ活動に参加できる環境を

整備する必要がある。
〇競技種目別でのスポーツ協会への参画など組織化を図り、多世代でプ

レーしたりコーチングしたりする体制を整備

多様なレクリエーション活動の展開の様子
≪「3on3」「あおぞらスプラッシュ」「スポはりカーニバル」「モルック」≫
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇運営母体
・既存の総合型スポーツクラブであるNPO法人格
を取得した団体に業務委託していることで、初
期投資はゼロである。

〇活動施設
・本事業を町の子育て施策に位置付けている関
係により、町施設、学校施設の優先利用はもと
より施設使用料は全額減免で運用している。

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析 ■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算 収支バランス

〇主な運営維持経費項目
・指導者謝金(69.3%)
・備品費(8.3％)
・指導者等旅費(4.5％)
・需用費(4.5％)

〇今後の展望
・完全移行(地域展開)時には、これまで公費で
担っていた教員の特殊勤務手当(4号業務)、
中体連参加費及び旅費が、運営維持経費に
含まれることとなり経費は増大予定

〇生活困窮世帯(住民是非課税世
帯)生徒への支援

・運営団体、実施主体の２段階会
費制のうち、運営団体への入会
金と年会費を全額助成並びに保
険料の半額助成の実施

〇適正な費用負担の在り方の検討
・専門家(有識者)を含めた参加費
を含めた「地域展開在り方検討
委員会(仮称)」を発足せ、受益
者負担と公的助成との適切な収
支構造についての検証

地域スポーツ活動にかかる収支構造
≪R6≫

将来的に持続可能な収支を
考えると、次の歳入構造を目指
すこととする。

〇受益者負担 ：30％
〇公的負担 ：40％
〇企業協賛 ：15％
〇ふるさと納税及びCF：15％

めざす歳入構造
将来的に持続可能な収支を

考えると、次の歳入構造を目指
すこととする。

〇受益者負担 ：30％
〇公的負担 ：40％
〇企業協賛 ：15％
〇ふるさと納税及びCF：15％
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の成果

今後の課題と対応方針

≪課題≫

〇適正な公費バランスの在り方について

〇民間資金の活用方策

〇保護者等へのさらなる啓発と理解促進

≪対応方針≫
〇企業版ふるさと納税のさらなる広報活動の推進
〇ガバメントクラウドファンディングの制度確立(R7.4)による財源確保
〇商工会や企業連絡協議会等からの寄付制度の確立による財源確保
〇寄付者へ税制優遇措置が図られる認定特定非営利活動法人格や一

般社団法人格等の取得に向けた取組

〇生活困窮世帯(住民税非課税世帯)生徒への支援
・運営団体、実施主体の２段階会費制のうち、運営団体への入会
金と年会費を全額助成並びに保険料の半額助成の実施

〇企業版ふるさと納税制度を活用(R6.10実施)し、１社より10万円の
寄付をいただいた。

〇適正な費用負担の在り方の検討
・専門家(有識者)を含めた「地域展開在り方検討委員会(仮称)」を
発足させ、受益者負担と公的助成との適切な収支構造についての検
証を実施するにあたり１月から庁内準備委員会の立ち上げ、次年度
計画等の方向性等を共有予定

・定期的な保護者へのアンケート調査の実施により受益者負担の意識
把握
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2.実証内容と成果

取組内容

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等③

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

資料 受益者負担額調査(月額)
≪R6アンケート調査結果より≫
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

学校施設の効果的な活用や管理方法について、上述の取組を推進し
たことで次の成果(効果)があった。

〇地域スポーツクラブの活動の継続的で安定的な活動の保障の基盤が
確立された。

〇地域スポーツクラブの活動の継続的で安定的な活動によるスポーツ活
動のさらなる促進が図られた。

〇学校と地域クラブ備品等の区分けや利用ルールの制定し、適切な管
理体制の基盤が確立された。

取組の成果

≪課題≫
〇学校施設における不審者対応
〇生徒の移動手段である自転車置き場の確保

≪対応方針≫
〇門扉及び体育館の学校施設の開閉方法についてのスマートキー等の

導入の検討に向けた設計業務の取組
〇生徒の移動方法 (自転車)への対処策としての自転車置き場設計業

務の取組

〇地域移行クラブの施設使用の優先利用及び使用料減免(全額)制度
の構築し施行

〇運営団体の町立スポーツ施設の指定管理者及び学校施設の業務管
理委託契約の更新

〇設備、備品等の管理及び利用規程の整備

休日地域移行したサッカークラブ指導する地域指導者
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

≪課題≫
〇地域指導者が参画できる時間帯と活動場所の確保
≪対応方針≫
〇平日の放課後からへ夜間に変更するとともに、将来的に活動場所の確保の点から学

校施設(運動場・テニス場)の照明設備の導入を検討し活動時間、場所の確保に努
める。

改革推進期間(段階的移行期間)後の完全移行(地域展開)を見据え
て、次の項目に取り組んだ。
〇平日のすべての部活動についても地域クラブ活動に移行し、地域での活

動できる体制の構築

〇地域クラブの活動日数を平日は２日程度に削減し休日中心の活動と
し、週当たり16時間を限度とした活動の実施

〇指導者の確保の点から地域クラブの活動時間帯を夜間に変更

〇指導者の属性
(スポーツ：99名、文化：24名)
・地域指導者 ：46名
・兼職兼業教員 ：49名
・兼職兼業公務員： 4名

〇配置の工夫
・面接実施の上、適切に配置
・平日(夕方・夜間)、休日等の
希望を考慮し練習計画に基づき
配置

指導者の属性や配置の工夫

本町では、中学生が持続可能で適切なクラブ
ライフを送れる環境を整備するため、小学生から
の『9年間を見据えた系統的指導体制の確立』
を目指している。
そのため、子供達を地域の組織で見守ることを

最需要課題として取り組んでいる。現在、その体
制が整備されているのは次の実施団体である。
≪新設創設クラブ≫
・剣道 ・少林寺拳法 ・ハンドボール ・ダン

ス ・体操 ・水泳 ・e-スポーツの地域展開され
ているクラブである。
≪地域連携型≫※休日移行19部
実施団体の組織が整備された段階で、完全

(平日)移行する予定である。

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例
取組の成果

〇新設クラブが、３クラブ(体操、水泳、e-スポーツ)増え７
クラブに増設

〇休日移行の地域連携型クラブが、10部(R5)から19部
に増加し、既存部活動が9部(R5)から１部に減少

〇活動時間を平日放課後だけでなく、夜間(19時〜)に
変更し活動を開始するクラブの出現

・男子バレー ・男子バスケット
※ 現状は、運営体制図参照

播磨町が目指す縦・横の指導体制イメージ
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保 ／ ウ：関係団体・分野との連携強化

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項（イ）

今後の課題と対応方針

≪質の保障≫
〇日本スポーツ協会(JSPO)、競

技団体(NF)の公認資格取得
助成により６名が取得予定

※ 計９名の資格保有者で運営
【再掲】

≪量の確保≫
〇連携大学の人材活用
・ハンドボール部監督１名、選手
１名が臨時コーチとして参画

〇コミスクや地域関係者を通じた
人材発掘

・ソフトボールに参画予定【再掲】

取組の成果（イ）

≪課題≫
〇研修会参加者の満足度は多いものの、は毎回教師の参加が少ない。
〇系統的指導体制の構築
〇兼職兼業教員のさらなる意識改革【再掲】

≪対応方針≫
〇次年度以降は悉皆研修とし、一定の参加率出席者及び認定試験

合格者に町独自の認定書を交付することを検討【再掲】
〇組織で子供達を見守るため、スポーツ協会への加盟促進目指し、持続

可能の体制整備【再掲】
〇中学校教員のさらなる意識変容に向け、コーディネーター中心に学校と

の協力体制の構築【再掲】

取組事項（ウ）

〇19の運動部が18部まで地域
連携型クラブ(休日)に移行
完了

〇平日、休日の指導における教員
と地域指導者との業務の明確
化が図られ、教員の超過勤務
時が減少
(R4年度比：7.5h/月)

〇スポーツ協会や民間団体の参
画を得て、スポーツ系地域クラブ
を新たに７クラブ創設

〇スポーツ系地域指導者として99
名を確保

・地域指導者：46名
・兼職兼業指導者：53名

【再掲】

取組の成果（ウ）

第4回指導者講習会
テーマ：「チームマジメントについて」

講師：流通科学大学 准教授 内田 遼介 氏

スタート練習を見守る地域指導者
≪R7から地域展開する陸上競技クラブ≫

≪質の保障≫
〇日本スポーツ協会(JSPO)、競技団体(NF)の公認資格取得助成

に関する取組【再掲】
≪量の確保≫
〇連携協定締結大学の人材活用
〇コミスクや地域関係者を通じた情報収集や募集

〇学校との連携促進【再掲】
〇教員の働き方改革の取組推進【再掲】
〇競技団体や民間団体等の連携促進【再掲】
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

〇中学生にとって、持続可能で適切なクラブライフを送れる環境整備に向けて、小学
生から９年間を見据えた系統的指導体制の確立を目指して、運営団体、スポーツ
協会及び実施団体の機能強化が喫緊課題と考える。

〇このためには、指導者や運営スタッフをはじめ地域クラブ活動を支える人材育成シス
テムなどの仕組みづくりが必要と考える。

〇また、本町は本事業を子育て重要施策の一つとして位置づけ推進しているが、今
後将来的に持続可能な事業とするため、運営経費、受益者負担及び公的資金
の適切なバランスを検証していく必要がある。

●今後に向けて

≪実施事業項目≫
〇連携クラブ(休日地域クラブ)から地域クラブへの移行数

及び新設クラブ数
・新設クラブが３つ誕生し７クラブとなり、目標値の８ク
ラブには至らなかったが、概ね達成と捉えている。

〇既存部活動数
・残り１部となり、目標値の３部を大きく上回った。

〇生徒の満足度調査
・５項目の調査結果の平均値が88.4%の肯定的意
見があり、目標値の80％を上回った。

≪重点地域項目≫
〇８分類14項目の設定数値目標のうち、次のような結

果となっている。
・ 7分類 ：S評価(達成率100%以上)
・ 1分類 ：B評価(達成率 60％以上)
・11項目：S評価(達成率100%以上)
・ 1項目：C評価(達成率 60％未満)

〇C評価の体育会系の大学生アシスタントスタッフの登用
数では、目標値15人以上であったが5人にとどまり大き
く下回っている。

〇今後は、連携大学をはじめ近隣及び神戸地区の大学
に募集するなど、周知方法を工夫し登用数を増やして
いくこととする。

※詳細は、字頁の「令和６年度達成目標及び達成
状況」を参照

〇総括で述べたように当初掲げた数値目標は概ね達成できたが、短期目標である生
徒の選択肢を増やし多様なスポーツ活動の環境づくりの「新設クラブ数」は順調に
伸びている。

〇しかし、既存部活動から休日移行(地域連携型)、さらには完全地域展開(地域ク
ラブ)へと移行するには、運営団体及び実施団体の機能強化が急務で
ある。

〇この課題を解決するため、運営母体の在り方検討や指導者の資格取得助成制度
の充実、競技別指導体制の充実など、新たなスポーツ環境の整備を地域総がかり
で推進いかなければならないと考える。
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令和６年度達成目標及び達成状況

2.実証内容と成果②

（１）　実証事業項目 評価

〇連携型クラブから地域クラブへの移行及び新設数 新設３＋R5設置済４＝７ 8 部 7 部 87.5 ％ A
〇新設クラブ及び連携型クラブへ移行後の既存運動部数 播磨中男子ソフトテニス：１ 3 部 1 部 300.0 ％ S
〇地域クラブ及び連携型クラブ員へのアンケート調査による満足度 ５項目平均値：88.4％ 80.0 ％以上 88.4 ％ 110.5 ％ S

(２）　重点地域項目 評価

①　多様なスポーツ体験の機会の提供 166.0 ％ S
〇連携型クラブから地域クラブへの移行及び新設数(再掲) 新設３＋R5設置済４＝７ 8 部 7 部 87.5 ％ A
〇新設クラブ及び連携型クラブへ移行後の既存運動部数(再掲) 播磨中男子ソフトテニス：１ 3 部 1 部 300.0 ％ S
〇地域クラブ及び連携型クラブ員へのアンケート調査による満足度(再掲) ５項目平均値：88.4％ 80.0 ％以上 88.4 ％ 110.5 ％ S

②　高校(県立播磨南高等学校)及び特別支援学校(県立東はりま特別支援学校)との連携促進 110.0 ％ S
〇多世代型イベントの年間開催数　５回 モルック、ダーツ、ハロウィン、卓球、餅つき、RR、3on3 5 回 7 回 140.0 ％ S
〇多世代合同練習会の開催競技種目数 ハンド、剣道、少林寺、陸上 5 競技等 4 競技等 80.0 ％ A

③　ジュニアからシニアまでの多世代での取組 110.0 ％ S
〇多世代型イベントの年間開催数(再掲) モルック、ダーツ、ハロウィン、卓球、餅つき、RR、3on3 5 回 7 回 140.0 ％ S
〇多世代合同練習会の開催競技種目数(再掲) ハンド、剣道、少林寺、陸上 5 競技等 4 競技等 80.0 ％ A

④　不登校や障害のある子供たちの地域の学びの場としての役割 115.8 ％ S
〇不登校や障害のある児童生徒を対象とした地域の学びの場の確保数 各コミセン・中公・ふれあい：６、民間(e-Sports)：１ 7 ヵ所 7 ヵ所 100.0 ％ S

〇地域の学びの場への不登校や障害のある児童生徒の参加数 コミセンサテライト：103、e-Sports：320 200 人以上(延べ) 263 人以上(延べ) 131.5 ％ S

⑤　トレーナーの活用を含めた安全確保の体制構築 209.0 ％ S

トレーナー：なし、相談窓口：SC：298件 100 件以上 298 件以上 298.0 ％ S

〇年間5回開催予定の指導者講習会の参加者満足度 肯定的意見：96％、否定的意見：4％ 80.0 ％以上 96.0 ％以上 120.0 ％ S
〇公認スポーツ資格取得者数(助成予定含む) 陸上３、ソフトテニス１、卓球１、バレー１ 3 名以上 6 名以上 200.0 ％ S

⑥　アスリート人材等の活用(体育・スポーツ系の大学生、パラアスリート等) 66.7 ％ B
〇体育会系大学生等をアシスタントスタッフとしての登用数 ソフトテニス2、バスケ1、ハンド1、剣道1 15 名以上 5 名以上 33.3 ％ C
〇大学教授等による各競技別教室(クリニック)の年間開催数 流科大：生徒1 回、指導者１回　トップA：生徒１回　 3 回以上 3 回以上 100.0 ％ S

⑦　地域スポーツの活動の拠点整備(学校体育・教育施設の拠点化や社会体育・教育施設との一体化) 150.0 ％ S

学校体育施設：12　公共スポーツ施設：３ 10 施設以上 15 施設以上 150.0 ％ S

⑧　民間資金の活用(企業版ふるさと納税等を含む) 100.0 ％ S

企業版ふるさと納税：１口：１０万円 10 万円以上 10 万円以上 100.0 ％ S

〇学校体育施設及び町立スポーツ施設における地域スポーツクラブ
　の優先利用等の制度確立(拠点施設数)

〇クラウドファンディング型ふるさと納税及び企業版ふるさと納税
　≪部活動地域展開≫の仕組構築(納税額)

〇トレーナーとの連携締結及び相談窓口設置による
　安全体制の構築：相談件数

S…十分に達成(達成率：10 0％以上)　　Ａ…ほぼ達成(達成率：8 0％以上)　　Ｂ…やや不十分(達成率：6 0％以上)　　Ｃ…不十分(達成率：6 0％未満)

Ｒ６年度目標値

Ｒ６年度目標値

結果

結果

達成率

達成率
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

地域クラブで得た経験
≪地域クラブ参加者≫

中学２年生

播磨中と播磨南中の連携を取って早く進めてください。
その際には、不利にならないようにしてください。これからのた

めにもしてください。

中学２年生

播磨町の体育館の使用時間を増やしてください。圧倒的

に練習する時間が足りないです。試合でもっと勝ち続けるた

めにも時間を増やしてください。

中学生保護者
教員の負荷低減に部活動の地域クラブ移行は、同じ労

働者の目線から見て賛成です。
ただし、部活動の指導にやり甲斐を感じて熱心に活動され
ている指導者から無理に仕事を引き剥がすの事に反対で
す。
現在の指導者は非常に熱心に指導されている方が居ら

れるので、地域クラブ指導者として、適切に指導して頂き、
しっかりとした報酬を支払っていただきたい。

小学生保護者

指導者を決めるにあたって、しっかり人格を判断して、モ

ラハラやセクハラ、パワハラなどのハラスメントがないようにし

てほしいです。
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2.実証内容と成果③

参考資料

≪R6年度アンケート調査結果より≫
小中学生の保護者に適切なスポーツ・文化芸術環境の整備について、

運営団体・実施団体が運営することにおいて重要視する点を尋ねたところ、
左図のようになった。

暖色系の色が肯定的意見、寒色系の色を否定的な意見として区別し
ている。

重要と考えている点を大きく分類すると、「指導業務」、「管理業務」、
「ガバナンス」が挙げられる。

≪指導業務≫
〇活動時間・日数の遵守や十分な指導員の配置など、安全管理の構

築が求められている。

≪管理業務≫
〇責任者を定め、問い合わせ窓口を明確に提示することが必要である。
〇年間、月次のスケージュールを事前に知らせるなど、適切に情報提供

し十分なコミュニケーションを求められている。

≪ガバナンス≫
〇活動方針の提示、規約の制定やルールに基づいた運営、適切な会
計処理などの説明責任が求められている。

〇特に、活動中の病気や事故の対応については、マニュアルを制定し適
切に対応することが求められている。

【調査概要】
〇調査主体：播磨町教育委員会
〇調査期間：令和6年12月16日〜12月25日
〇調査方法：WEB調査
〇調査対象：小学生4年生以上(78.3％)、中学生全員(85.6%)

・回収率 保護者(30.8％)、教員(66.3％)

チラシ

アンケート結果
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2.実証内容と成果③

【保護者向け啓発チラシ】

参考資料

【地域指導者募集チラシ】

広報資料
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2.実証内容と成果③

参考資料

広報資料

【令和6年10月公報折込チラシ】
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2.実証内容と成果③

参考資料

広報資料

【令和6年10月公報折込チラシ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

民間施設との連携
≪e-スポーツクラブの活動の様子≫

【毎週木曜夕方に約20名ほどの不登校生徒や不登校傾向生徒、特製のある子供たちがオフラインで活動】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【大学連携の取組例】 【創設型地域クラブ】

連携大学の監督・学生と一緒に練習するハンドボールクラブ

≪流通科学大学体育館≫

・

ハンドボールクラブ
≪小学校時代に県大会優勝、全国大会出場の実績のある地域クラブ≫

・指導者は小学校の教員と地域人材・教員の兼職兼業制度の活用
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【女子バスケットボール】 【剣道】

地域指導者に指導を受ける生徒達

【女子ソフトテニス】

地域指導者に指導を受ける生徒達

【女子ソフトテニス】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和５年

協議会設置

検討開始

令和６年 令和７年 令和８年～令和10年

地域クラブへの

完全移行

部活動地域展開(地域クラブ)への段階的移行
・運営団体の機能充実・指導者の質の向上及び量の確保・活動場所の確保
・適切な会費の検討・教職員制度の効果的な活用・保護者等への啓発と理解促進

●ステークホルダー
・保護者、運営団体、スポーツ
関係団体、学校地関係者、
有識者

●経過
年間5回の開催

●課題
・指導者の量の確保と
質の向上について

●実施内容、工夫した点 等
・「部活動地域移行推進計画
策定委員会」を兼ねての実
施運営

・指導者の量の確保と
質の向上について

・関係団体、分野との連携強
化について

・保護者の負担軽減について
・関係者への意識調査の実施
について

・活動場所の確保について
・大会への参加・運営の在り方
について

●ステークホルダー
・運営団体のニーズ

●経過
・協議会等での意見聴取
・個別での意見聴取
●課題
・運営体制の充実
・受益者負担への理解
・指導者の量の確保と質の
向上

・活動場所の確保
●実施内容、工夫した点 等
・スポーツ施設の指定管理
業務や学校施設の管理
業務の継続した受託

・行政部局への職員出向
依頼

・指導の質(サービス)向上
・対価の差別化(4段階)
・大学生スタッフの確保
・スポーツ指導は無償
でないことの理解促進

・庁内に「運営団体あり方検
討委員会準備委員会」の
立ち上げ

●ステークホルダー
・生徒のニーズ

●経過
・意識調査の実施
(満足度調査等)

●課題
・部活動数の少なさ
・有資格者による指導

●実施内容、工夫した点 等
・地域クラブでの多種多様
な活動展開

・公認資格取得助成制度
を確立し、有資格者の養
成、確保

・兼職兼業制度を活用し、
意欲があり指導力のある
教員を登用

●ステークホルダー
・保護者のニーズ

●経過
・意識調査の実施
・協議会等での意見聴取
●課題
・受益者負担への理解
・教育効果の継承発展

●実施内容、工夫した点 等
・有資格者による専門的指
導の受益

・教育価値を提供できる指
導者の養成、確保

●ステークホルダー
・教員のニーズ

●経過
・意識調査の実施
・個別での意見聴取
●課題
・地域展開への意識変容
・大会引率等の負担軽減
・労基法の遵守

●実施内容、工夫した点 等
・地域クラブでの活動展開
の推進

・実効性のある兼職兼業制
度の整備活用

・校長及び運営団体による
適正な労務管理の徹底
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

～令和４年度 令和５～７年度 令和８～10年度

～黎明期
≪学校・地域混在期≫

展開期
≪学校・地域クラブ混在期≫

完全移行(地域展開)期
≪スポーツ部・文化部とも完全移行≫

【国】地域運動部活動推進モデル事業
【国】地域スポーツクラブ活動体制整備事業
【国】文化部活動改革
　　　(部活動の地域移行に向けた実証事業)

国県のモデル事業(実証事業)を受託し業務を推進

状態

◆R4.4現状
【播 磨 中】運動部12クラブ(66.5%)、
　　　　　　文化部 3クラブ(18.4%)
【播磨南中】運動部９クラブ(62.7%)、
　　　　　　文化部２クラブ(21.9%)

◆休日練習、大会参加・引率等
　・移行可能なクラブから順次(別添資料参照)

【播 磨 中】13/14部が休日地域クラブ化完了
【播磨南中】11/11部が休日地域クラブ化完了
【ＳＣ２１】16クラブが地域展開(完全移行)
　　　　　　スポーツ：7クラブ、
　　　　　　文化芸術クラブ：9クラブ

◆完全移行(地域展開)
　・既存部活動及び地域クラブ連携型(休日地域移行)の
　　全ての部を、地域スポーツ・文化芸術活動へ移行(地域展開)

位置
付け

◆学校教育活動の一環として、
　学習指導要領に位置付けられた活動

◆学校教育活動の一環として、学習指導要領に位置付けられた
　活動
◆社会教育活動の一環として、
　地域クラブ活動(スポーツ・文化・芸術)

◆学校教育活動の一環として、学習指導要領に位置付けられた
　活動
◆社会教育活動の一環として、
　　地域クラブ活動(スポーツ・文化芸術)

働き方
大会
休日
早朝

◆勤務時間外に休日練習指導、大会引率指導、
　早朝練習指導を実施
◆教師の献身的な勤務で成立

◆16のクラブ：休日平日の活動を地域に移行(地域展開)
◆24の部　　：休日の活動を地域に移行(地域展開)
　・教員は、兼職兼業の許可を得て有償ボランティアでの指導

◆すべてのクラブ活動が、地域に移行(休日、平日)
　・希望する一部の教員は、有償ボランティアでの指導
　　　(その際は、兼職兼業の許可を得て従事)

大会
参加

◆学校教育活動の発表の場として学校単位での参加
◆教員または部活動外部指導者による引率

◆合同チーム(男バレー)は、 大会規定(R5.1.30)に準じ参加
◆大会規定(R5.1.30)見直しにより、地域指導者の引率も可能

◆大会規定(R5.1.30)の見直しにより、
　 地域クラブ活動として参加
◆地域指導者による引率

兼職
兼業 ー

◆休日練習、大会参加・引率等を希望する教員
　・兼職兼業の許可申請が必要(前掲)
　・許可条件として、学校における他の時間外労働と休日練習、
大会参加・引率等の業務時間の合計が複数月平均80時間以内等に
なること。(労基法第36条第6項)
　　　　☝　有償ボランティアとしての参加だが適用

◆地域でのスポーツ活動・文化芸術活動を希望する教員
　・兼職兼業の許可申請が必要
　・許可条件として、学校における他の時間外労働と休日練習、
　　大会参加・引率等の業務時間の合計が複数月平均80時間
　　以内等になること。(労基法第36条第6項)
　　　　☝　有償ボランティアとしての参加だか適用

中学校部活動の段階的地域移行(地域展開)に係る
業務イメージ

中
学
校
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

～令和４年度 令和５～７年度 令和８～10年度

～黎明期
≪学校・地域混在期≫

展開期
≪学校・地域クラブ混在期≫

完全移行(地域展開)期
≪スポーツ部・文化部とも完全移行≫

【国】地域運動部活動推進モデル事業
【国】地域スポーツクラブ活動体制整備事業
【国】文化部活動改革
　　　(部活動の地域移行に向けた実証事業)

国県のモデル事業(実証事業)を受託し業務を推進

組織

◆管理部：総会・理事会・監事等
◆事業部：クラブ事業・指定管理事業
◆職　員：理事長１、副理事長２、理事9、監事２、
　　　　　事務局職員５(事務局長1、会計総務1、
　　　　　リーダー1・職員2)

◆事業部：クラブ事業内に部会を新設
　・「地域クラブ活動推進部」と「指導者研修部」
◆職　員：業務増加に伴い職員を配置(館長＆Co)
　・「地域部活動コーディネーター2名」(国庫⅓)※中学校長OBを配置

◆地域クラブアドバイザー招聘事業(町・委託料)
　・クラブ運営の質的向上を図るため、年間５回実施

◆事業部：現状に応じて変更の可能性あり
◆職　員：現状に応じて変更の可能性あり
　・「地域部活動コーディネーター」(町費に移行予定)
　・事務職員(町費)
◆地域クラブアドバイザー招聘事業(町・委託料)
　・クラブ運営の質的向上を図るため、年間５回実施

会費
◆入会金：全員1,000円
◆会　費：大人2,000円、子供1,500円(保険料込み)

◆入会金：全員1,000円
　　※部活動地域連携型クラブの場合は、この限りではない

◆会　費：子供1,500円
　　※部活動地域連携型クラブの場合は、この限りではない

◆保険料：SC21会費に含まれる保険にて対応
　　※学校加入のスポーツ振興センター補償内容と同等
　　※生活困窮世帯の中学生は、保険料・会費・入会金の
　　　全額減免

◆入会金：全員1,000円　※変更の可能性あり

◆会　費：子供1,500円　※変更の可能性あり

◆保険料：受益者負担に移行

活動
施設

◆町内施設、小・中学校施設の一元管理
　・R3導入の施設予約システムの活用

◆学校教育活動以外の時間帯の体育施設や文化施設の有効活用
　・２中学校(体育館、武道場、運動場、テニスコート、
　　プール)
　・４小学校(体育館、運動場、プール)
　・中央公民館、コミセン等
◆小中学生(地域クラブ)のみの活動については、全額減免措置
◆利用ルールの策定及び徹底
　・利用団体の不公平感の是正と中学生の優先利用

◆学校教育活動以外の時間帯の体育施設や文化施設の有効活用
　・２中学校(体育館、武道場、運動場、テニスコート、プール)
　・４小学校(体育館、運動場、プール)
◆小中学生(地域クラブ)のみの活動については、全額減免措置
◆利用ルールの徹底
　・利用団体の不公平感の是正と中学生の優先利用
◆活動場所の確保に向け、運動場ナイター照明設置の検討

指導者
確保

◆加盟団体から部活動指導員として活動(国庫⅓)
　・播 磨 中：剣道、卓球
　・播磨南中：サッカー(SC)、ソフトテニス

◆指導者バンクの新設　※120名が登録(R6.12.31)

◆新たな指導者の発掘(町内外からの募集等)
　・公認指導者　・スポーツ推進委員　・退職教員
　・現職教員(兼職兼業)　・連携協定大学生等
　・企業スポーツ活動者　・各種芸術団体師匠、他

◆指導者バンクの充実
◆新たな指導者の発掘(町内外からの募集等)
　・公認指導者　・スポーツ推進委員　・退職教員
　・現職教員(兼職兼業)　・連携協定大学生等
　・企業スポーツ活動者　・各種芸術団体師匠、他

指導者
養成 ― ◆地域クラブ指導者研修事業(町・委託料)

　・指導者の資質能力の向上を図るため、年間５回の開催

◆地域指導者研修事業(町・委託料)
　・指導者の資質能力の向上を図るため、年間５回の開催
　・R7からは悉皆研修に位置付け、定額日当(謝金)を支給
　・出欠に関する罰則等の規定を設定

指導者
謝金

◆部活動指導員へ支出(国・県)
　・実施要項、要領に基づき支出

◆地域クラブ指導者への謝金
　・町単費での対応　※一部国庫委託料

　・資格保有者により時間単価を３段階(ABC)に差別化
　　※A：2,400円、B：1,600円、C：1,200円
　　※R7からは４段階へ移行

◆地域指導者への謝金
　・実施団体へ受益者負担(会費に上乗せ)することで対応
　・運営団体に対しては町単費(一部国庫充当)で対応
　　※R7年度中に、検討

運
営
団
体(

S
C
2
1
は
り
ま)

の
体
制
整
備
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3.今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

～令和４年度 令和５～７年度 令和８～10年度

～黎明期
≪学校・地域混在期≫

展開期
≪学校・地域クラブ混在期≫

完全移行(地域展開)期
≪スポーツ部・文化部とも完全移行≫

【国】地域運動部活動推進モデル事業
【国】地域スポーツクラブ活動体制整備事業
【国】文化部活動改革
　　　(部活動の地域移行に向けた実証事業)

国県のモデル事業(実証事業)を受託し業務を推進

行
政

財源
◆教育委員会
　・中学校運動部活動地域移行推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　(1,704千円)

◆新規・拡充事業
〇住民協働部
　・地域クラブ指導者研修事業(町・委託料　131千円)

　・地域クラブアドバイザー招聘事業(町・委託料　210千円)

〇教育委員会
　　(R5：7,606千円、R6：24,742千円、R7：35,093千円予定)

　・地域スポーツクラブ活動体制整備事業
　　　コーディネーター設置(R6：２名配置)
　　　地域クラブ活動運営費
　　　地域クラブ活動費
　　　困窮世帯支援費

◆原則、受益者負担　※全てを賄うことは不可能

　・R7年度中に設立予定の部活動地域展開推進委員会(仮称)
　　において、国の動向や「SCはりま」の財源等を参考に
　　総合的に検討

◆町の子育て支援策として環境整備等を支援
　・備品、消耗品、指導者謝金、旅費等の一部を助成予定

≪喫緊の課題≫
　〇運営母体の「SCはりま」の体制整備(人事・財政・運営)
　　→　R7に「部活動地域展開推進委員会(仮称)」を庁内に立ち上げ運営の在り方を検討予定
　〇スポーツ指導者の質の保障及び量の確保
　　→　９年間を見据えた系統的指導体制の確立　☜　種目協会の立て直し、組織での指導体制の構築

　〇アンケート調査(R6.12実施分)の分析(中学生・小学生・保護者・教員)　☛　実施済(HP：R5.2/4、R6.3公表済み)

　〇「播磨町地域部活動ガイドライン」の策定(時間帯・休養日等)　☛　策定済み(R5.3)

　〇「播磨町部活動地域移行(地域展開)推進計画　☛　策定済み(R6.3)をR7年度中に中間検証を実施予定
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

スポーツ　 文化芸術

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度
(2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028)

ハンドボール

剣道

少林寺拳法

ダンス

体操

水泳

e-スポーツ

芸術

理科クラブ

ボランティア
(Jrリーダー)

茶道

三味線

生け花

書道

将棋

獅子舞

軟式野球

ソフトテニス

サッカー

卓球

バスケットボール

陸上競技

バレーボール

ソフトボール

吹奏楽

美術

ソフトテニス
(播磨中)

英会話(E S S )
(播磨中)

社
会
教
育

学
校
教
育

学
校

教
育

既
存
部
活
動

地
域
ク
ラ
ブ
連
携
型
　
休
日
地
域
ク
ラ
ブ

学
校

部
活
動

新
設
ク
ラ
ブ
創
設
型

社
会
教
育

部活動地域移行(地域展開)ロードマップ

(平日)

　　学校部活動→→→≪段階的移行≫→→→地域クラブ活動

令和５年度～令和７年度 令和８年度～令和10年度

展　開　期 完全移行(地域展開)期

類　型

分野 活動 種目等

(休日・祝日)

◆活動内容の充実

◆指導者の確保

◆指導者の質の向上

◆会員確保

◆備品等の環境整備

◆教員の意識改革

◆兼職兼業許可による指導者確保

◆指導者の確保

◆指導者の質の向上



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

兵庫県 市川町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

兵庫県市川町

0790-26-0001

教育委員会こども教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

現在、当町の運動部活動は野球部、テニス部

（男子）、テニス部（女子）、卓球部（男

子）、卓球部（女子）、バレーボール部、バス

ケットボール部の７つが活動している。

現在のところ、少子化の影響による合同チーム

を編成しなければ試合に出場できないところまで

部員が減少している部はない。

しかし、小学生の児童数の推移や出生数を見

ると団体スポーツは、将来的には単独でチームを

編成できない状況が訪れることは免れないと思わ

れる。

また、当町のスポーツ関連団体においては、小

学校から始めたクラブ活動を、中学校では部活

動に入るので、中学校入学を機に一旦辞め、中

学校卒業と同時に再開するというケースもある。

また、中学校の部活動は、中学校の先生が指

導するもので、地域の方々は「私たちには中学

生を指導する力量がない、指導できない」という

意識が根付いており、指導者バンクを開設しても

応募がない状況が続いている。そのうえ、退職年

齢があがるにつれて、仕事をリタイヤされた人材が

少なくなっていることも事実である。

【課題】

現在の当町の出生数を鑑みると、

今後減少傾向がますます大きくなるこ

とが想定される。

面積 82.67k㎡

人口 10660 人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 254 人

部活動数 7 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済み

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定に向けて
準備中

出典：市川町
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部
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・こども教育課…部活動改革の主幹、学校との調整・連携、事務処理

・生涯学習課…関係団体との連絡・調整

◉首長部局

・町全体としてのスポーツ推進施策を検討

・予算措置

令和６年４月 第１回協議会の開催

令和６年５月 卓球協会との打ち合わせ

令和６年５月
中学校への説明
卓球部の地域移行
兼業兼職届

令和６年８月
中学校との打ち合わせ
９月の移行に向けて

令和６年８月
卓球協会との打ち合わせ
９月の移行に向けて

令和６年９月 卓球部の休日の地域移行開始

令和６年11月
中学校との打ち合わせ
来年度の取り組みについて

令和７年１月
中学校との打ち合わせ
来年度の取り組みについて

令和７年２月 第２回協議会の開催予定

スポーツ推進委員会

スポーツ協会（各競技協会）

スポーツクラブ21いちかわ

いちかわ文化協会

市川中学校

教
育
委
員
会
事
務
局
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 １ 校 実施した地域クラブ総数 １ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １クラブ（卓球 部活）

B：部活動にはない種目など、新規のクラブ数 ０ クラブ

全体の指導者数 ４人 全体の運営スタッフ数 ４人

②各クラブに関すること

中学校名 クラブ名
運営団体
種別

種目
実施回数

（平日・休日）
実施時間帯

参加者
（学年

別）
実施期間 指導者数

運営スタッフ数
（他クラブと兼

務）
会費

大会参加方
法

市川中 卓球クラブ 卓球協会 卓球
・平日 ４ 回
・休日 １ 回

放課後
土曜（午前）

卓球協会
の方々
（小学生
等も含む）、
中学生

R6.８月～ ４人
４人

（内、兼務０
人）

なし
中体連
：部活動
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

卓球

運営団体名 市川町教育委員会

期間と日数
卓球：９月１日 ～ ３月３１日

週１回程度

指導者の主な属性 市川町卓球協会

活動場所 市川中学校

主な移動手段 徒歩、自転車、スクールバス

１人あたりの参加会費
等（年額）

０円

１人あたりの保険料

スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

1,200円/年

●卓球クラブ 活動概要

●統括責任者

役割：会場の管理、学校・保護者等との連絡調整や技術指導を行う

●主任指導者 １ 名

役割：参加者の管理や技術指導を行う

●運営補助者 ２ 名

役割：主任指導者の補助として技術指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

教
育
委
員
会
（
運
営
主
体
）

※

指
導
者
派
遣
・
謝
金
支
払
い

卓
球
ク
ラ
ブ
（
指
導
）

市
川
中
学
校

※

バ
ス
の
利
用
・
練
習
場
所
の

提
供
・
兼
職
兼
業
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取組内容

2.実証内容と成果

○令和５年10月に人材バンクを設

置し、指導者の確保に努める。

○人材バンク登録の際には、スポー

ツ協会等の指導者講習会受講を

必須要件としている。

○運営スタッフと指導者を兼務した２名でスタートしたが、２名の指導者

を追加することができ、多世代のプログラムを構成することができた。

○家族ぐるみでの参加や卒業生がクラブ活動に参加するなど、地域のス

ポーツ振興に一定の貢献ができている。

２名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 0名

20代 0名
30代 1名

40代 0名
50代 1名

60代以上 0名

人材バンクの年齢構成
・卓球

・野球

種目

・教員免許

・公認スポーツ指導者

資格有無登録者属性

職業

・教職員 1名

・自営業 1名

人材バンクを知った理由

・新聞の折込広告

100%
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取組内容

2.実証内容と成果

指導者研修

対象：指導者

内容：

１ 部活動の地域移行についての理解を深める

２ 活動内容について

３ 事務手続きについて

４ 保険への加入について

５ 質疑応答

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

○学校という活動しやすい場所を提供してもらってありがたい。

○これまで、夜の活動が多かったが、土曜日の午前中に活動できることが

うれしい。

○いろんな世代の人が参加できる活動になると思う。

○毎週土曜日は、会場を開けることができるよう、勤務を調整してみます。

受講者の声

指導者研修の参加実績

○開催日： ９月 ７日（土）

○開催回数：１ 回

○参加人数：４ 人

○急に学校施設が使用できないことが数回あり、指導者と連絡がつかな

いことがあった。

○懇切丁寧に指導していただいているので、参加者からの評判はとても良

い。

○引き続き、指導者との良好な関係を維持していきたい。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

○人材バンクへの登録について、新聞折込による町内全戸配布を行っ

たが、登録者は2名と効果が上がらなかった。

○連絡協議会を通して関係団体への協力依頼を行ったが、具体的な

協力を得ることができなかった。

○教職員から、これまでの部活動において、ボランティアで指導に来てくだ

さっている種目団体を紹介してもらい、直接依頼することにより、指導者

を確保することができた。

取組の成果

○兼業兼職を活用して指導したいと考えている教職員の意向調査を行い、勤務に無理のない範囲で指導を依頼する。

○部活動の移行というより、町民のスポーツ振興の一環であるという意識づけを関係団体に説明を続けていくとともに、活動支援を考えていく。

○指導者人材バンクの開設

○関係団体への事業説明および協力依頼

○教職員への聞き取り調査
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

○町民のスポーツ振興という視点からも、教育委員会だけでなく首長部局の地域振

興担当課等と協議しながら、部活動地域移行を担当する新しい部署を設置する必

要があると思う。そこにコーディネーターを配置し、指導者の発掘とクラブ活動の支援を

行っていきたい。

●今後に向けて

○今年度実証事業を実施した卓球クラブについては、

これまでも学校部活動に協力していた実績と、卓球

協会の振興方針（活動日・活動場所の確保）と一

致したことから、指導者に名乗りを上げていただくことが

できた。

○しかし、指導者の中には、働いておられる会社の勤

務時間を変更する等の多大な負担をかけてしまって

いることもある。当町の現状では、片道５kmを超え

る通学距離の生徒が多数おり、生徒を安全に送迎

するためにはスクールバスの運用が不可欠である。その

ため、活動時間を統一せざるを得ない状況にある。

○「指導者となることに興味はあるが、空いている時

間と活動時間とが合わない。だから指導者として登録

できない」という声も聞こえた。生徒の安全な通学と指

導者の空き時間の調整という課題が残った。

○実証事業では、中学生を含め、「競技志向」のグループと「レクリエーション志向」のグ

ループが自然発生的に構成され、それに応じた指導者を配置することができた。そのた

めか、中学生、小学生、一般の参加者すべてが満足のいく活動をすることができている。

卓球クラブの休日の部活動以降については、来年度以降もスムーズに実施できる目

途がついた。

○卓球クラブの活動をみていた他の教職員たちも、兼業兼職制度を活用して、小学

生等を交えた活動をやってみたいとの声が上がってきている。教育委員会では、この雰

囲気を後押しできる支援方法を具体化していくことで、休日の地域移行を加速度的

に広げていくことができるかもしれない。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声（聞き取り調査より）

中学２年生

部活動のように、細かな指示がないので、思い切って卓球
ができている。これからも参加していきたい。

中学１年生

中学校から卓球を始めたけど、コーチが親切に教えてくれるの

で、ラリーが続くようになってきてうれしい。

指導者

土曜日に、体育館の卓球場で卓球ができることに感謝してい

る。これからもずっと続けていきたい。

保護者

私も昔、卓球をしていた。子どもと一緒に卓球ができて、とても

楽しんでいます。
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2.実証内容と成果③

【モデル事業実施のチラシ】

参考資料

出典:市川町教育委員会

広報資料

休日の部活動地域移行モデル事業実施

に向け、保護者の理解を得るためのチラシ

を作成し、R6年度７月ごろに、卓球部の

保護者宛に配布した。

※保護者からは、

特に異議や質問等はなかった。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【小学生の参加】 【指導者】

【中学生の様子】 【指導者】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

スポーツ推進委員会、スポーツ協会、スポーツクラブ21いちかわ

町長部局、教育委員会事務局、コーディネーター

●実施内容

令和５年度より部活動地域移行連絡協議会を設置し、部活動の

受け皿や指導者の確保などを依頼した。

兵庫教育大学の森田教授を招聘し、部活動地域移行についての方

向性を確認した。

町長部局との協働体制が必要なことから、町長と森田教授の対談

会を実施した。

部活動指導員募集のチラシを全戸配布した。

土曜日の活動において、卓球部を卓球クラブとして運用開始した。

●課題

主となる部局をどこにするのか。

予算をどう確保するのか。

令和５年

協議会設置、検
討開始

町長部局と教育委
員会事務局の協働

令和６年 令和７年

受け皿団体や指
導者の調整

学校現場、関連
団体との調整

地域クラブ活動の
開始

令和９年

●今後の展開

他の自治体の視察を積極的に行い情報交換をしていき、地域の

ニーズに合った地域移行ができるようにしていく。

引き続き、兵庫教育大の森田教授を招聘し、地域移行への助言をしてい
ただく予定となっている。

令和９年度の地域クラブ活動の開始を目指し、実証事業を実施して

いきながら、準備を進めることとしている。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

兵庫県 太子町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

兵庫県太子町

079-277-1016

管理課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

現在、当町の運動部活動は25部活動、文化

部活動は、5部活動あり、合計30部活動が活

動している。

運動部活動の多くは、単独校でチームを作るこ

とができている一方、部員数が０になった柔道部

が廃部になり、女子ソフトボール部が人数が足り

ずに、他市との合同部活動となるなど、少しずつ

少子化の影響が出てきている。

昨今の出生者数を見ると、当町では令和11

年に両中学校の生徒数は、920人前後と推測

され、最大であった平成26年度と比べると250

人程度減少することが予想される。

そのため、今後団体競技が単独校でチームを

組むことが困難になる可能性がある。また、学校

の小規模化も考えられるため、教職員の人数も

減り、現存の部活動をそのまま継続してすること

が難しくなることが予想される。

本町では、指導者人材バンクを設置するなど、

スポーツ活動の環境整備と地域指導者の人材

の確保をしていく必要があるが、人材バンクへの

登録者数が多くないことから広報等を使い、より

多くの人に周知し、地域指導者として、携わって

いただけるように努める必要がある。

面積 22.61 k㎡

人口 33,430 人

公立中学校数 ２ 校

公立中学校生徒数 1,015 人

部活動数 25 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置予定

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定予定
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・管理課…部活動改革の主幹、学校との調整・連携、指導者人材バンクの設置

・社会教育課…地域スポーツ・文化活動の環境整備

◉首長部局

・財政課…予算措置

・企画政策課…広報による指導者人材バンクの周知

運営体制図

令和６年６月
第1回部活動地域移行検討準
備委員会

令和６年８月
第２回部活動地域移行検討
準備委員会

令和６年１０月
指導者人材バンクの設置につ
いての会議

令和６年１１月 指導者人材バンクの設置

令和６年１１月
第３回部活動地域移行検討
準備委員会

令和７年１月 リズムジャンプ体験会の実施

令和７年１月
第４回部活動地域移行検討
準備委員会
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取組内容

2.実証内容と成果

○両中学校の管理職や主幹教

諭、部活動担当と教育委員会

で部活動地域移行検討準備

委員会を開催し、令和8年度

以降の部活動の在り方について、

協議を行う。

○コーディネーターの配置された

先進地を視察し、本町の実情

にあった推進体制や持続可能

な運営体制の構築に向け、検

討する。

○指導者人材バンクを設置する

際に町スポーツ協会関係者に

説明会を実施。

○両中学校の管理職と検討準備

委員会を開催したことで本町の実

態に合った地域移行の在り方を検

討することができた。

○先進地を視察したことで、地域

指導者と中学生とが連携するにあ

たり、必要な準備物等の資料をい

ただいて確認することができた。

○指導者人材バンクを設置するた

めに、町スポーツ協会関係者と連

携を深めることができ、今後地域

移行に向け、協力体制を整えるこ

とのきっかけにできた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備/イ：指導者の質の保障・量の確保

取組事項（ア） 取組の成果（ア）

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○人材バンクを設置して、対応しているが登録人数が少ないため、広報などを

用いて今後も周知していく必要がある。

○少年団やSC２１等とも連携し、中学生の活動場所を増やす必要がある。

取組事項（イ）

取組の成果（イ）

○令和６年１１月に指導者人

材バンクを設置し、指導者の確保

に努める。

○人材バンク登録人数

・６名（１月末現在）

○人材バンクの年齢構成

・４０代２名 ・５０代２名

・６０代２名

○種目

・ソフトボール ・バスケットボール

・バドミントン ・バレーボール

○人材バンクに登録のあった指導者のうち、１名はすでに指導者として

中学生に指導を行っている。

○登録のあった全ての指導者は部活動が地域移行後、地域クラブの

運営にも携わる意思を示しており、人材バンクを活用し、今後も指導

者確保に努める。

太子町HP
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○当面の間、継続されるであろ

う学校部活動との競合を避ける

ため、地域クラブとして大会に参

加することを目的としない、体験

を主体としたレクリエーション的な

活動を行うことで運動したい生

徒が気軽に参加可能で多様な

運動機会の確保を目的としてい

る。

○レクリエーション的な要素を取

り入れた活動であるため、競技

力向上のみでなく、運動すること

の楽しさを感じられる機会となる

ように実施した。また、スポーツ

少年団の指導者でもある地域

指導者に指導を受けることで地

域移行の第一歩となる活動を

行った。

参加人数 ４４人 指導者数 １人

属性 地域指導者を活用したリズムジャンプ運動体験会

具体的な内容
スポーツ少年団の代表者で、リズムジャンプのインストラクターでもある地域指導者による、体を動
かすことの楽しさを伝えるリズムジャンプ運動を両中学校で実施した。

子供の声

⚫ リズムに合わせたウォーミングアップはとても気持ちが高まり、前向きに取り組めた。
⚫ 手拍子がリズム良く、楽しく運動ができた。
⚫ 普段やらないような運動を行い、今後運動するときに活かしていきたい。
⚫ 普段使わない筋肉も使うこともあったため、良い経験となった。

関係者の声
⚫ 小学校のときに、スポーツ少年団で指導をしていた生徒が中学生になって頑張っている様子が
見られていい機会になった。

⚫ 生徒たちが楽しそうに取り組んでいる姿がとても印象的だった。

運営経費
保険料 １３６円/１人
講師謝金 12,500円/1回

活動の詳細

グラフ等データなど
※出典も要記載



6

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等 ／ ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項（カ）

今後の課題と対応方針

○今後、体験会ということで月に数回行うことになれば、指導者の謝金や

保険料、リズムジャンプを行うための消耗品費などが必要になると考える。

○今回は各中学校の体育館を使用することができたが、学校施設以外

を使うことになれば、施設使用料等も必要になる。また、部活動があると

きには、学校施設は使用できないため、場所の確保も必要であると思わ

れる。

取組の成果（カ）

○リズムジャンプ運動を体験会として行ったため、今年度は受益者負担の費用を発生させることなく実施することができたが、来年度以降、月に数回行うよ

うな活動にする場合、指導者謝金や保険料などの費用が発生するため、生徒や保護者の理解を得る必要がある。

○多くの競技で部活動地域移行後の地域クラブが必要となってくるため、受け皿となる団体の募集をかける必要がある。

○リズムジャンプ運動を体験会の方法で行ったため、体験会に必要な保

険料は町負担とし、指導者への謝金については、実証事業の委託金で

実施したため、受益者負担の費用は必要なかった。

取組事項（ク）

○本町は比較的コンパクトな町であり、両中学校の中間に社会体育施

設が存在している。そのため、拠点校方式や合同部活動について両中

学校の管理職と共に部活動検討準備委員会で調整を進めている。

○現在は、本町内で拠点校方式や合同部活動を行っていないが、一

方の中学校にしかない部活動である男子バレーボール部や女子ソフト

ボール部に関してはどちらも部活動指導員として地域指導者が携わって

いるため、地域クラブへの移行を見据え、来年度拠点校方式を実施する

ことを検討している。

取組の成果（ク）
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

○今後、協議会の設置や推進計画を策定し、関係機関、学校、町教育委員会、

生徒や保護者が協力して部活動の地域移行を推進していく必要がある。

○今後も地域指導者の人材バンクへの登録や受け皿となる地域クラブの募集などをし

ていき、中学生の活動場所の確保が必要である。

○地域クラブと学校が連携しながら生徒がよりよい活動ができるよう、環境を整備して

いき、学校と地域との両方が望ましい活動となるように部活動改革を推進することが大

切である。

●今後に向けて

○本年度はスポーツ少年団の指導者を招いて体験

型の実証事業を行った。小学生のときに指導していた

生徒の成長が見られたことに指導者は大変喜んでい

た。

○指導者人材バンクを設置したことで、地域指導者

が6名に登録することができた。実際にまず、部活動

指導員として任用し、地域クラブへの移行をしていくこ

とも検討し、今後は中学校と連携を取りながら地域ク

ラブへの移行に向けて生徒と保護者に理解を得ること

等、連携して推進していく必要がある。

○指導者人材バンクを設置する際に、町のスポーツ

協会関係者と連携したことで、今後、地域クラブに

なった際の指導者として協力していける礎を作ることが

できた。

○部活動の地域移行に向け、指導者人材バンクを設置したことで、地域指導者を、

まずは部活動指導員として任用するきっかけを作ることができた。

○地域指導者としてスポーツ少年団関係者を招いた体験会を行ったことで、関わりの

あった生徒はスムーズに指導者の指導を受けることができた。

○地域クラブとしての活動を今後増やしていくために、拠点校方式や合同部活動など

について両中学校の管理職と意思統一を図ることができた。

○実際に部活動から地域移行クラブの運営に至っていないため、今後部活動から地

域に移行したクラブを創設していく必要がある。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果②

【体験会（太子東中】 【体験会（太子東中）】

【体験会（太子西中）】 【体験会（太子西中）】

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

学校、町スポーツ協会、競技団体、町教委

●経過

令和6年度に人材バンクを設置し、指導者の確保を進めている。令和7年には協議会の設置と推進計画を策定し、生徒や保護者への説明を行う予

定としている。また、地域クラブの募集を行い、中学生の受入れが可能な団体と連携して中学生の活動場所を見つけていきたい。また、中学校の部活

動にない、地域クラブを新設し、生徒のニーズに応えられるよう、対処していきたいと考えている。

●実施にあたって生じた課題

今回はスポーツ少年団の指導者を招いて、リズムジャンプ運動の体験会という形で実施したが、スポーツ少年団やSC２１との連携が不十分であるため、

今後中学生の受入れが可能であるか調査し、協力を求めていきたい。また、多くの施設がないため、地域移行した地域クラブの活動場所の確保が大

変であるため、社会教育課とも連携し、公共施設を公平に活用できるよう、環境整備を進めていく必要がある。

●今後の展開

今後地域クラブとして運営していくためには、費用面や送迎などで受益者負担となる部分がある。そのため、生徒や保護者の部活動地域移行につい
ての理解を得るために、説明をしていく必要がある。また、指導者確保や受け皿となる団体の確保が不可欠であることから今後も積極的に連携を進
めていく必要がある。

令和６年

指導者人材バ
ンク設置

生徒、保護者へ
の説明

令和７年 令和７年 令和８年

指導者の選定
協議会の設置
推進計画の策定
地域クラブの募集

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

工程表や図など
※時系列がわかるもの
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